
岩木山の火山麓扇状地について

木津正博

i はじめに

或灘火山麓には、かなり広い龍穫を占めて火山麓爵状土患が広がっている。また、火山麓薦

状婚を溝或する堆積物は、火砕岩を主体とした火山体から、ニt史的な使蝕作用〈水洗)，乙よ

り流下、堆積した fluvialdepositである。

そ乙で、筆者は器木山iとみられる火山麓蹴状地の地形的特徴をとらえ、その地形にかかわ

る上流緩む地形条件について考察した。さらに、上流域の地形条件と窮状地の発達む状況か

ら、それぞれお爵状地の土石流による危険性について述べたい。

譲査は、 2万 5千分の l地形図を基本認として、蔚状地丹の苔部度図、関摂在の河床縦

断曲線簡などむ作成、空中写真部制説、現地踏査により行なったの

基 調査地域の按観

岩木山の裾野は、出麓治西~高部にかけて第三紀躍の正離に接しており、中村山、大秋
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J!Iが大体その境界になっている。また、北~東部にかけては、洪犠!議の台地』ζ嫁している。

山は、標高約 50 0 m以上が主疋;賂岩からなる出体であるo 山頭付近には、 10数舗

の嬢裂火口が脊荏し、LlJ襲斜面は放射谷によって刻まれている。約 50 0 m以下は裾野で、

ζれを構成するのが、火山牲の岩層流と本構で述べる火山麓爵状土患の堆積物である。

重 岩木山む火山麓属状地の記載

。分布および特徴{第 1図、第 1表参照〉

の火山麓繭状地;立、間麓寄与除いて火山捧をとり巻くように分布している c

影態は、長さ 2.4 "-4. 5 Km、 1櫨当りの面積 O.6 "-1 0‘2kI11、

かっその縦断形はかなち盟組的である。ただし、細かく箆ると

へ向かうに従って平滑さを増す頗向がある c

り、扇端

北績の扇状鎗は、関面の開析が進んでいる。大鳴訳扇状地では

m下刻し、その表面も小河流によって前られている。赤禽況のA地点(

や 10"-20

3 2 0 m )の

露頭で培、 5mほどの砂磯躍が観察されたむこれは、 50 c滋"-1mおきに約 10 

砂の薄騨が按まれるという成謹講造を治す。しかし、単閣内は分絞が悪く、

砂と安山岩亜角擦が混然としておれもろく崩れ易い。乙の蕗頭より

では、砂諜層下lζ褐色ロー 山灰層が認められた。

さの

ある

られるもの

出流堆積層争埋めて広がるが、標高 17 0 m付近より以北は、覆い切れずに残している。

いずれも臨状地の規模が大きしその勾配も緩やかで十分に発議している。結果として互

し、北麓の裾野を帯状Jζ覆う O 電覆遇措争終え、侵鎮期比入っている。

それに対し、南麓の窮状地法大皆規模が小さく、 debris 10恥に支配された縮長い形状寄与

扇面はあまり開析されておらず、常時、流水をたたえ、扇面を鎚ち込む流路は見与れ

ない。 みは、 安 2"-3m下刻しているが、その砂諜層の原認は 1"-2mと

もので、分級が悪い。 り、 V' 

からも、供給さ も多くない。現在まだ形成中で、 えあると言える。

議助沢扇状地の場合、議助沢の流路変更を反映して、 IB流絡の下流部(

侵蝕が活発化しているが、現流路側(北東部)は、現在形成中の新しL

〉の扇面{之、

る。

2) との比較

(1975)によれば、 日開々の火山麓扇状地の語覆は 20"-30婦のものが多く、

また、それらの闘頂部一嘉器部の比高は 300----70 0 m、その霊長離は 3----16Km、平均勾配

は2.5
0
-...，. ~の範留にあると諸べている。これに比べて岩木山の場合、前述のように、いずれ

も小さい値争示す。例えば、赤域火山の場合、面積は平均 23 kII1、長さ 10也、

山形成期の砂磯膚の揮さ約 10 0 mとなっており、騎耐の関摂も護人でいて、台地化してい
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第 1図 火山麓扇状地の分符
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第 1 火山麓扇状地の面積、勾配など

平均勾配 面積(凶)

1.柴柄沢窮状地 50 42' 38自 1.5 

2. 平沢 状地 50 31' 24自 0.6 

3. 滝の沢 状地 50 17' 42O 1.4 

4. 毒 蛇沢頭状地 50 01' 44罪 1. 5 

5‘ 湯沢 状 地 50 04' 46" 2. 0 

6. 40 45' 49霊 3.8 

7. 水 扇状地 40 36' 33n 7. 3 

8. 八森沢窮状地 40 58' 11轟 2. 8 

9. 赤 沢 状 地 40 28き 42n 6. 2 

10‘長前沢 扇 状 地 ど 36'56曹 3. 2 

11.大鳴訳病状地

平 士号

第 2表 扇状地甚大の可能性{(一次題掃によ

の条件 l
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2. 8 

3. 3 

2. 9 
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之 96

1. (Sh. 0 I 0.49 I 0 I 0 I 0.6021 1.0921 2.6971 3.789 

2.(Hi.nl-0.196! 0.5641-0.471叩 0.5161-0.618
1

1-0.618 

3. (Ta・01-0時 1附 1.1281 0.258: 2.318
1 
0.52212.84 

4. (00. 0 2961 0.3781 0.188 1-0.3231-0.053，-0礎 435ト0.488

5. (Ku. 01-0.1961-0.1881-1.598 1-1. 0321-3.1021-1. 0441-4. 056 

6. (Us. 01 0.882トo.5641 O. 752 1 1. 0321 2. 1021 1. 2181 3. 32 

7. (Mi 出 O肘-1.3161サ純 i -0.2山 22 叫-3.264

8. (Ya . n 1 o. 5881 1. 0341 O. 846 I 1. 8981 4. 36 : 1 4. 36 

9. (地 01 o. 1川一寸O問叫|μO.09鈍釦4川[ト一O叫…O叫山寸1州一1け9臼

1刊O.( 陥恥.{)I引!一吋O銘縦6

1日1.イ(On.ο ;片一O.7均84 O.ι引4釘7 i 一寸1.03純4一一2.7何521トi_一-4.1 :-寸O.7祁83引叶lト一斗4.8紛

主 I0.98 I 0.94 I 0.94 1-0.86 0.87 

第 2

ぞ一一一一一…w 一千

距 離

0.9 

O. 9 

1. 36 

2.5 

3.88 

1.7 

3.05 

1.5 

4.05 

1. 93 

{実際の語審 )}XIl"1

s…上流域の流誠面積

h 

かち…相対的起伏護

C.S…嬢裂火口の面積

Sl/s2 

fJr+8:_
A
}下関参照

2 

。…沢の平均勾配

r …扇状地の蕗積との相関係数

(Sh・f) 

. (柴柄担扇状地〉

度

・を墳として それ以上の部分が勾配 2(fR仁となる。すなわち 81 く2ff'話。2
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る。形態的 は、火山体の規模の差に記関すると考えられる。さらに、蕗状地の開析状

さからみて、 山の火山麓窮状地は、まだ発達拐~中期にかけてのものと

言える。

乙立〉 ζ とは、火山体全体の侵蝕比(鈴木隆介氏はよる)からも設える。 してい

る中で、利尻火wの火山麓震状地は発達初期とされており、その授蝕比は 17. 9である。

の侵蝕比は 12.3であり、両火山とも壮年期に註聾づけられる。よって、岩木山も

隣析谷の霞蝕作用が活発化し、火山麓訴状地も規模を拡張すると設える。

W 火山麓窮状地の形成はかかわる上流域む地形条件について

日谷ほか(197 1 )によれば、窮状地を形成する要閣のうち、上流誌の地形条件として、

その流域面積、平均勾配、起伏議争挙げている。そして、それらの要因と損状地の規模との

聞には大きな相関があると述べている。

そこで、間様乙上流域の地形条件として開析谷を刻む沢の流域面積(錦、平均勾配(的、比高

(h)、相対的起伏量(h/s)、爆裂火口の窟積(C.日などを叡り上げ、窮状土壊の面積との相

関関{誌を謂べた。

まず、土砂、土石の供給地域の規模や示す;爆裂火口の面積、

関を示した。爆裂火口は、火

格好の土石供給域となる。

また、沢の掃流能力lζ関する

られ、ガワー状のも

として渓床め平均勾配と

し易く、

えた。

i立高い相関を示したが、平均勾配は桓関が砥かった。そ ζで、現在の沢φ勾配を示すものと

して ( 半-e }を、さらに択の縦断拠開示すものとして、川 2を舟昨日 l乙

した。これらに、 t〆s~加えたそれぞれの条件は、

示していると言える。従って、

件となると思われる。

V 扇状地拡大の可能性について

おける関析谷の慢触の裏合いを

よる危険性を考えるよで、重要

前節で取り上(1た上流域の地形要国を用い、一次回婚を行った。さらに、一次回帰直諌か

ら予想される扇状地の詰襲を求め、実際の歪覆守ひいた値立川をかけた値とその総和

した(第 2表)。 ζζ に於て{刊と表わされた数誌は、今後問状地が生育する E可能性寄与持って

いると t，う る。しかし、例外もある。八森沢の場合、扇面の開析も進入でおり、上

部の関析谷も植生i乙覆われ、谷壁も緩やかで安定しているので、もはや侵蝕期比入っている

と言える。これが大器な値を示しているのは、理出として、扇状地の面護を実際よりふさく

とってしまったか、また他の窮状地に比べて砂機!習が厚いなどのことが考えちれる。そ

らは、部鱒沢窮状地によって扇{贈を饗われていると考えられる。
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3表火山麓扇状地の土器流による危験性

(Sh.f) (Ta.f) (Us.f ) 

(五u.f) ( Ak. f) ( H i. f ) 

(Mi . f) ( 0 n • f) nぜか f ) 

そζで、土五流による危験性をより正確に恕揺するために、上流域の爆裂火口、関析谷の

撞生の状態、崩壊の脊無や考え合わせたc

るものが、比較的活動が新しいと思われる。持の沢、

蔵助沢爆裂火口は、摺生』乙覆われないガリ…状の火口壁を持つ。後長器訳;場裂火口は、火口

内の下半部iζ多くの崩壊部があり、急躍となっている。北麓でも赤倉爆裂火口は、深さ約

1 0 0 mで、ガリー状の急な火口壁を持つ。関析谷は、柴柄沢、平沢、誌の沢、毒蛇択が、

それぞれ標高 1，0 0 0""'-' 6 0 0 m にか した新しい語壊部を持つ。

、沢の状熊宅金、それぞれ1.5 0噂 9の割合の配点にし、第 2設の結栗Jζ加え、

検震を求めたものが、第 3表である O 襲柄沢は、開析谷下流部の渓床両釦に砂震のmatrix

している。さらに、それらが侵蝕されて渓岸記岩層が不均一に議積して

いる。また、沢が短晶に詰むことから、土石流が発生した場合、その規模そ拡幅する

持っている。後長根択も中流部で谷底が広くなっており、 f可流部分の占める艶合会三IJ、さく、

は、

有考

し、 している。いずれにせよ

阪口 (1971)によれば、 「一般の扇状地の語覆は、そ

1/
2とみなしうる」と述べている O しかし、岩木凶の火山麓国状地

1 
0 

1/3 ""'-' 

流域面積の

1 ""'-' 3倍を本す。これは、火山麓の方が上流部の諜床勾配が急である ζ と、;壌裂火口な

どの若層供給源が近詑離にあり、最も豊富である ζ となどに起因する。また、

状地は比べて火山麓の方が、急激な によって、比較 聞に形成される

ことを物語る。

山内( 1 9 7 9 )による によれば、 験であるとい

う結果になっている G しかし、本高では第 5位であった。 ζれは、危験度設定の方法が

異なっているためである。筆者は、顧状地の発達状況安基にしているのに対し、山内氏

の場合、沢ごとの土石流発生菌数とそれぞれの地形条件との棺関から危険度を求めてい

る。また、珂床の勾配争平均勾配で代表させている点や:壌裂火口に関しての条丹が考え

られていないなどの点で、上流域の地形染件む把握の仕方も興なっている。しかし、大

官需麓の沢が危険度が高いという点では一致している。
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四 まとめと課題

1. 普木リ」の擦野では、火山麓震状地が西麓寄与除き、火山体をとり巻くように分布してい

るG 甫麓の主のは生脊初期で現在形成中である。また、北麓のものは設蝕賠へ入っている。

的地域の諸火山と比較した場合、扇状地の規模も小さく、砂機f欝も薄いので、火山灘扇状地

としては発議初期~中期比かiまでのものと百える。また、その形成時期は火山灰堆覆期以降

と考えられる。

2. 火UJ鯖扇状地形成;とかかわる上流域の地形条件として、流域面積、嬢裂火口

勾配(生戸ゑ- (j )、SYs2 ~ ，泣弘μまムね、...tい吋1ザずれ叫も高即Lい1唱欄椙輔関が岬得ら拘れた

3. 岩木山の火山麓扇状培;ζ於て、大段南麓の扇状地が土五読による危験度が高い。

今後の課題として辻、扇状地の上流域の地形条件の他児、気候条件や地質条件が残されて

いるが、それらを含めた総合的把欝をせねばならない。北麓の窮状地の現模や関析の度合い

が大きいのも、気接染件が関与しているのではないか。また、関新谷自体の形成時期の差陀

よるむかもしれない。

また、火山体の規模に応Cて扇状地の規模も決定されると思われるので、上流域の地形余

{牛と扇状地の規模の関係について、他の火山体の場合も調査し、標本数奇増やす乙とが必要

である。それによって、高者の相関もより明確になるであろうし、属状地の土石流によ

険度設定も信懇性の高いものとなると患う。

最後に本論文を作成するにあたり、常i乙鱒指導下さいまし く惑謝致します。
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